
〇 平成 28 年度の研究開発実施計画 
本校のＳＧＨの取り組みは、「スーパーグローバル基礎知識講座」「スーパーグロー

バル重点分野講座」「海外実態調査」「クアラルンプール大学ワークショップ」「海外
からの留学生とのワークショップ」に分けて実施する。 

（１） スーパーグローバル基礎知識講座 
 １年次生：産業社会と人間 

４月 ＳＧＨ生徒・保護者説明会 

５月 「国際 NGO の役割と仕事」（フリーザチルドレンジャパン中島早苗） 

６月 「開発途上国での支援活動」（オイスカ関西研修センター 清水利春） 

７月 「モンゴルにおけるマンホールチルドレン」（大阪大学 今岡良子） 

９月 
「フィリピンチャリティ学習（文化祭）」 

（オイスカ関西研修センター 清水利春・研修生） 
「モンゴルチャリティ学習（文化祭）」（大阪大学 今岡良子・エネビス） 

10 月 
「JICA の役割」（JICA 関西 赤嶺結衣） 
「バックパッカーから能勢の古民家へ」（農家民宿みちくさ 三上順子） 

11 月 「環境で世界と日本をつなぐネットワーク」（鳥取環境大学 中橋文夫） 

12 月 「紙芝居で世界をつなぐ」（安野だんまる） 

「課題研究英語プレゼンテーション（全 20 回）」（ティモシー カーン・東條暁之） 

 

 ２年次生：総合的な学習の時間 ３年次生：総合的な学習の時間 

５月 
「マレーシア文化紹介」 
（立命館大学研究生 ザリカ） 

 

６月 
「モンゴルの文化紹介」（モンゴル
民族音楽家 サウガゲレル ） 

 

７月 
「ボルネオ熱帯雨林の生態系と経済
活動」（大阪教育大学 乾陽子） 

「バックパッカーから能勢の古民家へ」
（農家民宿みちくさ 三上順子） 

９月  
「世界のために自分でデザインする人
生」（関西学院大学 久木田純） 

10 月 
「国際貢献」 
（NPO 法人 D×P今井紀明）） 

「人生を変える小さなコツ」 
（オフィスノザワ 野澤卓央） 

11 月 
「文化論から見た国際比較」 
（箕面市国際交流協会 荻野克彦） 

 

12 月 
「グローバル体験セミナー」（ECC
外国語専門学校・大阪府国際化戦略
実行委員会） 

 

（２） スーパーグローバル重点分野講座 
課題研究テーマ：モンゴル「貧困とストリートチルドレン」―子どもたちへの教育― 
 ２年次生：（学校設定選択）スーパーグローバルスタディ 

４月 
ＳＧＨ生徒・保護者説明会 
「モンゴル遊牧民の生活（全 15 回）」（大阪大学 今岡良子） 
「それぞれの立場に立った模擬議論」（イング総合計画株式会社 斉藤俊幸） 

５月 「世界に広がる一村一品運動」（アイクラフト JPN ハタンバートル） 

６月 
「モンゴルの養蜂」（玉川大学 ミツバチ科学研究センター教員） 
「モンゴルの子どもたちの支援」（セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 職員） 
「モンゴルの文化紹介」（大阪大学 エネビス） 



７月 
「子どもたちの権利を守る」（フリーザチルドレンジャパン 中島早苗） 
「インプロ体験によるコミュニケーション力強化」（即戦力 月田有香） 

９月 

「モンゴルチャリティ学習（文化祭）」（大阪大学 今岡良子・エネビス） 
「開発途上国での支援活動」（オイスカ関西研修センター 清水利春） 
「国際交流協会の役割」（箕面市国際交流協会 河合大輔） 
「子どもたちの教育と未来（全３回）」（コアプラス 武田緑） 

10 月 
「パームオイルとボルネオ保全活動」（サラヤ CSR 推進部 小辻昌平） 
「日本に住む外国人 多文化共生」（箕面市国際交流協会 中村亜矢） 
「フェアトレードの理念と実践」（マザーハウス 濱口香織） 

11 月 
「世界の視点から地域を再生する」（イング総合計画 斉藤俊幸） 
「グローカル・リーダー育成（全４回）」（プリマペンギーノ 藤岡慎二） 
「世界のために自分でデザインする人生」（関西学院大学 久木田純） 

「課題研究英語プレゼンテーション（全 20 回）」（ロバート ノーマイル） 

（３）海外実態調査 実施期間を平成 28年８月 17 日（水）～８月 23日（火）とする。大

阪大学 今岡良子准教授の指導のもと、モンゴルウランバートルにあるジェンダーセ 

ンター、セイブ・ザ・チルドレン等でのフィールドワークとモンゴル教育大学でのワー

クショップ、さらには、シャーマルでのシングルマザーを支援する養蜂農家でのフィー

ルドワークや現地学校との交流を行う。参加生徒は、スーパーグローバル重点分野講座

を選択する２年次生１４名とする。 

（４）クアラルンプール大学ワークショップ 本年度は、訪問してのワークショップを行

わないが、Skype を利用し、課題研究の成果を発表するなど、大学の教員や学生等からの

指導助言や評価を受ける。 

（５）海外からの留学生とのワークショップ 

内容等 場所・協力大学等 
回

数 

参加人

数 

イベント協働参加 平成 28年 11 月・12 月 大阪大学 ２ 40 

デイキャンプ 平成 28 年８月・12 月 大阪国際大学 ２ 20 

環境教育 平成 28 年９月公立鳥取環境大学 １ 20 

マレーシア姉妹校 

訪問受入・交流 
平成 28８年６月本校 １ 160 

 
〇 課題項目別実施期間 

業務項目 実施期間（ 契約日～29年３月 31日） 

 

①課題研究指導 

②大学との連携 

③運営指導委員会 

④事業の評価 

⑤成果の公表・普及 

⑥報告書の作成 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
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